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（平成30年11月号）

Ｅ.Ｔ.Ｃ. 「教育をタイムリーにチェンジする」

受講して学んだことを校内でアウトプット！
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受講の目的を満たすものでしたか 帰校後の活用につながりそうですか

センター研修を受講された方のアンケートから、研修講座は受
講者の期待に応えられていると考えています。また帰校後の活用
に関しても「活用につながりそう」とお答えいただいています。

受講者の皆様には学んだことを校内でアウトプットいただき、
共有・活用につなげていただきますようお願いいたします。

（職員会議でミニ研修会を実施いただいている事例もあります。）

＜受講者アンケートの結果から＞
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題材をつくろう⑦ 
音楽編

つなぐ先生 

子どもたちが，教材

にある音楽的なこと

に目を向けて，表現を

追究できるようにす

るには，どのように題

材展開をすればいい

のかしら？ 

ミガコ先生

題材で扱う教材の特徴，特にその教材の中

にある音楽を形づくっている要素の働きにつ

いて聴き取ったり感じ取ったりし，その働

きのよさやおもしろさを音楽活動を伴わせ

て追究していくことが大事だね。 

４年生「せんりつのとくちょうを感じ取っ

て歌おう」の題材から見てみよう。 

ゆかいに歩けば」

の旋律の特徴付 

けている音楽を形づくっている

要素は，前半の弾むように歌

う「スタッカート」と後半のなめ

らかに歌う「レガート」の対比で

す。「スタッカート」と「レガート」

にどう子どもたちが主体的に

気付くか先生自身もこの曲を

何回も聴いたり歌ったりして

題材の特徴を感じ取りましょ

う。 

先生が「スタッカート」

と「レガート」を説明す 

るのではなく，子どもが教材

を歌いこんだり，聴いたり，

楽譜を見たりし，音楽を通し

て主体的に気付く場をつくり

ましょう。 

曲の特徴（「スタッカ

ート」と「レガート」）を 

基に，子どもたちがもった「こ

んなふうに歌いたいな」という

思いを拡大楽譜等で共有し，

グループ等で表現の工夫をし

ましょう。「スタッカート」と「レ

ガート」について聴く係の子を

つくる等，追究の視点がぶれ

ないようにしましょう。 

追究した「スタッカート」

と「レガート」がどのよう 

に表現されていたかを視点と

して聴き合い，振り返りまし

ょう。 

発問の例「『スタッカート』と『レ

ガート』を工夫したら歌がどんな

ふうに変わったかな？」 

 題材構想の中で，「曲の特徴（曲の中にある音楽を形づくっている要素の働き）を感

じとる」⇒「その特徴から表現の工夫をする」⇒「工夫した表現を聴き合い，振り返

る」流れの中で，「曲の特徴」を常に意識して展開していくことが大切です。 
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農業・工業・商業・家庭・福祉などの 

専門学科や総合学科で学ぶ生徒が 

ステージ発表・作品展示・実演・販売実習で 

学習成果を発表します 

 

 

ここから未来へつなげよう！ 
～新たな学びで、未来を創る～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：長野県総合教育センター 後援：長野県産業教育振興会 

専門学科や総合学科の活動を

知ることができ、より関心を

持つことができて、とても良

かったです。 

自分の進路について、

より考えを深めること

ができた。高校生のレ

ベルの高さに驚いた。 

高校生の思考力の高さを感じ

ました。地域の方のご協力と

高校生の力で、長野県の未来

が明るいなと感じました。 

高校生のエネルギーを

感じました。中学２・

３年生に見せたいと 

本気で思いました。 

産業教育 MIRAI フェア2017 来場者感想より 

日時：平成 30年 12 月 8 日（土）９時 15 分～13 時 30 分  
受付は８時 30分からです。見学は自由です。みなさまのご来場をお待ちしております。 

会場：長野県総合教育センター 

[住所]〒399-0711 塩尻市片丘南唐沢 6342-4 [電話]0263-53-8800（代表）
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日程（開会式を９時１５分より行います） 
内容 発表時間 学校名 学科名等 テーマ 

ス 

テ 

ー  

ジ 

発 

表 

9:30 駒ヶ根工業 工業 無線通信を使ったサウンドシンクロライト 

9:42 下伊那農業 農業 南信州の救世主 ～信州黄金シャモプロジェクト～ 

9:54 諏訪実業 商業・家庭 地域の伝統文化・産業をビジネスに結びつける 

10:06 エクセラン 環境 ゴミ問題から環境問題を考える 

10:18 木曽青峰 農業 青峰から未来につながる里山づくり 

10:30 上田千曲 家庭 
地域とつながる 

～「ちくまハートカフェ」・「ふくしニア」の実践～ 

10:42 中野立志館 商業 信州中野発！地域コラボの新商品 

10:54 松本工業 工業 インタラクティブなＶＲの研究 

展示・実演・販売等 

11：04 ～ 12：04 

中野立志館   須坂創成   長野工業   更級農業    屋代南     上田千曲 

丸子修学館   諏訪実業   岡谷工業   駒ヶ根工業   下伊那農業   松本工業 

南安曇農業   穂高商業   松商学園   エクセラン 

ス 

テ 

ー  

ジ 

発 

表 

12:04 長野工業 工業 鍛接の引張強さについて 

12:16 下伊那農業 農業 
ＭＡ包装を利用した果物の鮮度保持と貯蔵法の改善 

～端境期に着目した未来型の果樹産業をめざす～ 

12:28 エクセラン 福祉 福祉科校外研修「国際福祉機器展」 

12:40 岡谷工業 工業 諏訪湖のヒシの有効利用に関する研究報告 

12:52 松商学園 商業 競争から共創へ 地域の課題解決のためにできること  

13:04 更級農業 農業 「心と笑顔を育む花育士を目指して」（弁論） 

～昨年の様子～ 

 

  

 

 

 
作品展示・実演・販売実習 

式典・ステージ発表 
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□会 場 長野県総合教育センター 〒399-0711 長野県塩尻市片丘南唐沢6342-4
□ 参加費 無料
□ 参加申込み センターホームページの入力フォームより、研修講座の申込み同様、

教頭先生を通じてお申し込みください。 <締切日平成3１年１月30日(火)>
（定員に達した分科会は申込を締め切ります）

□ 長野県総合教育センター ホームページ URL ： http://www.edu-ctr.pref.nagano.jp/

午前：分科会（研究発表・協議）

総合教育センターが取組む学校教育に関する研究成果の発表により，県内の各学校・教育関係機

関等における研究活動の充実，教員の指導力の向上に資することを目的として開催します。

午後：全体会
テーマ：平成の教育改革をふりかえる

全体発表 「平成の教育改革の変遷」

講 演 「次の時代の日本社会と、
これからの学校教育に期待すること」（仮）

講 師 波頭 亮 氏 （株）ＸＥＥＤ 代表

東京大学経済学部（マクロ経済理論及び経
営戦略論専攻）を卒業後，マッキンゼー＆カ
ンパニー入社。
１９８８年独立，経営コンサルティング会社
（株）ＸＥＥＤを設立。
幅広い分野における戦略系コンサルティング
の第一人者として活躍を続ける一方，明快で
斬新なビジョンを提起するソシオエコノミストと
しても注目されている。

希望研修を学校づくりに活用する
OUTPUTの在り方

～小学校外国語活動・外国語～

分科会

Ａ

小学校プログラミング教育
～校内研修の在り方について～

分科会

Ｂ

探究的な学びに焦点を当てた
カリキュラム・マネジメント

分科会

Ｃ

「チームとしての学校」を
サポートするために

分科会

Ｄ

各校におけるICT活用と
推進のためのポイント

～初めての活用を支援～

分科会

Ｅ

平成の教育改革の変遷
分科会

Ｆ
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本年度の長野県総合教育センター研究協議会では、参加者の皆さんと、

○各テーマに関する研究の成果の発表、それを踏まえたワークショップやミニ講座を通し、

そのよさや課題を明らかにして、研究の成果を日々の実践へとつなげていく こと

○「平成の教育改革」をふりかえり、経営コンサルティングの見た「次の時代の日本社会」に触れ、

「そこに生きる子どもたちのために、今、学校教育は何をすべきか」を問う こと

を目指しています。

 

時 間 内  容 

9:10～ 9:35 受    付 

9:40～ 9:50 開 会 行 事 

10:00～12:00  

（120 分） 

分 科 会 

A 
希望研修を学校づくりに活用する OUTPUT の在り方 

～小学校外国語活動・外国語～ 

B 
小学校プログラミング教育 

～校内研修の在り方について～ 

C 
探究的な学びに焦点を当てた 
カリキュラム・マネジメント 

D 「チームとしての学校」をサポートするために 

E 
各校における ICT 活用と推進のためのポイント 

～初めての活用を支援～ 

Ｆ 平成の教育改革の変遷 

12:00～13:00 昼  食 

13:00～16:00 13:00～14:20 全体会 テーマ「平成の教育改革をふりかえる」 

 

14:30～16:00 講演 「次の時代の日本社会と、 

これからの学校教育に期待すること」（仮） 

講師  波頭 亮 氏 （株）ＸＥＥＤ 代表 

 

16:00～16:10 閉 会 行 事（アンケート記入） 

□日 程

長野県総合教育センター 企画調査部 （部長）酒井 賢一 （担当）菅原 崇

TEL 0263-53-8802 FAX 0263-51-1290 E-mail kikaku@edu-ctr.pref.nagano.jp

定員

20名

定員

60名

定員

40名
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センター研究協議会のお申込み方法について

センター研究協議会のお
申し込みはセンターHPから

なります。お知らせのリンク
からお申込みページへアク
セスできます。

お申込みは教頭先生を
通じてお願いします。

・学校ID
（講座申込の時と同一のもの）

・所属の正式名称
・学校代表メールアドレス
・職員番号（6桁）
・参加者氏名
・希望分科会
・バス利用の有無

お申し込みの準備

・ご準備いただいた情報を入
力します。・必要に応じて通
信欄もご入力ください。

・入力途中でも一時保存可
能です。（再開用パスワード
をご設定ください。）

フォームへの入力

・お申込み内容確認ボタンを押し内容に
間違いがなければ、そのままご送信くだ
さい。送信後は、問い合わせ番号が表示
されますので、印刷するなどして控えを
お持ちください。

内容確認と送信

これらの情
報をご準
備ください。
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